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緒 日 
細菌性食中毒の中で毒素型のものとして最も屡々見出されるものは所謂ブドウ球菌によるヱ
ンテロトキシン中毒であるO しかしてこのブドウ球菌によるヱンテロトキシン産生の事実は 
Barber (1914)の自家実験以来 Jordan，Dack，Woolpert，Dolman，Davison，Favorite， 
Hammon，Surgalla，Bergdoll，小島，児玉，八回，藤原，杉山等の広範な研究により完全に
共の在在が確認されてし、る。然しこらのヱンテロトキシンと呼ばれる 1群の物質は果して上記の
ブドウ球菌のみによって産生されるものであらうか，此の問題について， Jordan等は 1935年
にブドウ球菌以外の菌即ち連鎖球菌，プロテウス菌，大腸菌，エログネス菌，等に於いても同
様にヱンテロトキシン様の物質が産生されることを動物実験により証明LているO 亦従来の食
中毒例を疫学的に通覧すると，遠く 1899年 Glucksmanのプロテウヌ菌による食中毒の報告
Wiseman，Cuoper，Allangray，.Pfuhl，Silberschmidtを始めとして，爾来今日に至る迄 
等による数多くの報告が見出される O 但し此等の総ての場合に於て，プロテウス菌のみに其の
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原因としての全責任を完全に負はせるに足る丈けの充分な決定的証拠は何れも欠除しているO
このことは Bengtsonによっても充分指摘せられたところである O 即ち此等の例に於ては中
毒原因食或は患者糞便中にフ。ロテウス菌を検出し得7こと云うに過ぎず，必ずしも其の病原性を
決定し得なし、。元来プロテワス菌属の細菌は自然界に於て，非病原d性雑菌として広く一般に分
布しているので、動物実験により定型的胃腸炎症状を発生せざる場合は勿論，たとえ実験動物に
於てJlli吐，下痢等の症状を起し得たとしても，叉必ずしもこれを決定的根拠とすることは出来
ない。即ち実験動物と人体の此等の毒物に対する感受性の相違及び実験条件の諸国子の差とを
考えあわせるならば，この問題に関して結論を得ることは極めて困難である。向叉患者血清が
プロテウス被検菌と高度の免疫反応を起さないと云う事実も其の根拠性を弱めているO 叉仮り
に特殊な菌株として食中毒病原性の著明なものが実在するとしても，之を一般自然界に存在す
る非病原性のプロテウス菌と区別することは叉必ずしも容易なことではなし、。主主に於て著者は
所謂下痢腸炎患者より食中毒原因株と認めうるプロテウス菌を分離し，その産生する毒物にっ
し、て人体摂取実験を行じ，生化学的免疫学的に追求せる結果若干の興味ある成績を得たので設
に報告し，大方の御批判を仰ぐ次第である O
第1章実験菌株の生物学的性状
本実験に使用せる菌株は P.vulgaris 14株， P. 
mirabilis 8株， P. rettgeri 5株， P. morganii， 
山中株，大阪株，計29株である。向 p，morganii 
は腐敗研究所より分譲せられたもので，それ以外の
株は総て著者により第 1篇に既述せる方法に従って
下痢腸炎患者の糞便より分離され，分類同定された
ものである。叉その各株の記号は第 1表に示す知く 
である。
第 1節形態学的性状
上記の本実験に使用せる菌株は総てグラム陰性の
梓菌であり，其の大きさは長さ 0.8~2.5!ら幅 0 .4~ 
0.8μで著明な運動性が認められる。 
普通寒天培養上の集落の形態は帯青白色，灰白色 
-半透明にして円形を呈する。 P.vulgaris，P. mira-
bilisに属するものは強い Hauchを形成するが，
他の P.morganii，P. rettgeriの2群に於いては 
殆んどみられない。色素を産生せず多毛性鞭毛を菌
体の周辺に有する，輩膜は認められず芽胞を形成し
ない。 
ベプトシ水及びブイヨンに於いては平等に強く潤 
濁し沈涯を生ずた。 SS寒天培養基上に於いては P.
vulgaris，P. mirabilisは中心部暗褐色，周辺白色
円形の， P. morganii，P. ，rettgeri ~こ於いては無 
色不透明の何れも孤立性の集落を形成し遊走性は全
く阻止さる (24時間， 370C)o E. M. B培地上に於
いては P.vulgaris，P. mirabilisは白色，淡紅色
或は中心部青色を帯びたる集落を形成し，速かに培
地全面に拡がる。 P.morganii，P. rettgeiiに於い 
ては同様に白色，淡紅色或は帯青色の集落を形成す
るも孤立牲の集落にて拡がらない (24時間 370C)。
第2節生化学的性状
其の成績は第1表に示すが如くである。即ち尿
素，葡萄糖を分解し乳糖を分解せず，硝酸還元陽性，
Voges-Proskauer反応陰性， Methylred反性陽性
等の点に於いては全菌株共通であるが，その他の点
については各菌群によりそれぞれ性状を異にした。
第 1項 P.vulgaris群
Mannitolを分解しないが， Saccharose，Mal-
tose，Xyloseを分解する。 'H2S，Indolを産生し
Gelatinを溶解する。
第 2項 P.mirabilis群 
Mannitol，Maltoseを分解せず， Xylose， 
Saccharoseを分解する。 H 2Sを産生するが Indol
を産生しなし、。 Gelatinを溶解す。
。第3項 P.rettgeri群
Mannitol，Saccharoseを分解するが Maltose，
Xyloseを分解しない。 H 2Sを産生せず， Indolを
産生する。 
第 4項 P.morganii群
Saccharose，Mannitol，Maltose，Xylose共に
分解しない， H 2S，Indolを産生するが Gelatinを
溶解しない。
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第 3節牛乳凝同及び溶血作用試験
ラグムス牛乳にて 370C10日間培養を続け観察せ
る結果 V5，V28，V33，Ml，M5，M16，Mμの7菌株に
於し、て著明なる牛乳凝周作用が認められた。向これ
らの各菌株に於し、ては何れも 2~4 日目陽性となっ
た。
山羊血液寒天tこより流し込み法で溶血毒の有無を
判定じ次の如き成績を得た。即ち P.vulgaris群に
於いては V5，V9，V14，V16，V山 V33の6菌株，P. 
第 4節 生菌毒力試験
第 1項 実験方法
普通斜面寒天 18時間培養の生菌を 20mg宛秤量
し，之を生理食塩水により順次稀釈してその菌浮説
液各 0.5cc中にそれぞれ 0.2mg，0.1 mgを含有す
る様作製し其の 0.5ccを各群 5匹づつの体重約 15g
前後の廿日鼠の腹腔に接種した。接種後3日間観察
その間の死亡数を以て毒力判定の基準とした。
第 2項実験成績 .. 

mirabilis群に於いては Ml，M2，M5，M12，M16， 第 2表に示すが如く V28，M24が最も強くと Ose20 
¥M24，M28の7菌株，p，rettgeri群に於し、ては R6 即ち O.lmg 腹腔内接種によってそれぞれ 1~2 匹の
1株が陽性であった。 死亡をみ， 02mgでは V5，V9，V14，V16，V叫 V29，
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第 2表 生菌毒力試験
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V3 M2，M5，M12，M16 R2，RlOの 13菌株に於いて
それぞれ死亡している。
第 2章動物実験
第 1節毒素産生用培地
エシテロトキシン毒素を産生せしめる培養基とし
ては種々のものが考案されている。総括的に云って
液体培地と寒天が少量加えられた所謂半流動培地と
が用いられている。更に叉その培地成分に就いても 
W oolpert，Dack (1933)の如く肉水を用いたもの， 
或は Dolman，Wilson (1938)の如く Proteose
peptoneを用いたもの等種々の工夫が行われてい
る。特に近来 Favorite，Hammon (1941)，Sur-
galla (1947)，Kadavy，Bergdoll，Dack (1951) 
に依れば Amino酸合成培地を用いた液体培養に於 
いても充分に満足な成績を得たと云う。然し乍らー
般にエンテロトキシン産生の為には液体培地よりも 
半流動培地の方が容易であると思われる。従って著
者はヌド実験に於いても半流動性の Dolman等の培
地を用いて実験を行った。即ち Difcoの Proteose 
pepton 20g. NaCl 5gを 500ecの蒸溜水に溶解せ
しめ，之に KH:，lPO主1.0g，K2HP04 1.0 g，MgS04 
0.2g，CaC120.1 gを投じ更に水を加えて 11となし，
pH 7.4に修正し 15Lb. 30'の高圧減菌を行う。更
に 0.3%の割合に粉末寒天を加えて再度高圧被菌す
る。此れを Petriシャーレに約 3mmの深さに分
注して平板となし培養に供する。
第2節培養方法
毒素産生の為の培養条件に関しては多数の文献が
あるが，その大部分に於いて 20~40% CO2を含む
空気中で培養する方法が採用されている。
第 1項菌接種法 

被検菌の 370C10時間 Boui1on培養菌液数滴

ミ"
を予め準備せる上記の半流動平板寒天培地上に滴下
し，直ちにコミ/ラーヂ棒にて平板 tに平等に拡げる。
第 2項培養条件
上記の如くに接種せる平板寒天を 8枚宛重ね爾後
の操作中に於いて雑菌の混入を防ぐために，予め滅
菌せる紙を用いて包装する。これを Cock付 Desic-
cater中に収め Rotary-Pumpにより 15mmHg 
迄減圧?る，次に Cockを閉ぢて Pumpとの連絡 
管を遮断する。叉一方 K2C03と稀硫酸により発生
せる CO2を20%の割に混じた空気を予め予備タン 
グに貯蔵して置く，そこで上記 Desiccaterの
Pumpよりの連絡管を此の予備タシクよりの連絡
管に切り替え Cockを開くと Desiccaterの中は
CO2空気混合物により充満される，これを 370Cの
府卵器中に収め， 48時間培養する。
第 3節毒力試験法
48時間培養の半流動培地を Desiccater中より 
取り出L.Muslin布を用い加圧して粗穏過を行う。
この穂液を 4000r. p. m. 30'遠心分離し更にその上 
請を 1000C30'加熱して Hamotoxin等易熱性毒素 
を完全に破壊して置く。こ与に生じた沈i般を再び上
述と同様の遠心分離様作により分離して得られる上
清を ChamberlandFilter L3を通過せしめる。
この穏液を毒力試験用の動物実験及び被検者摂取試
験に用いた。此のエシテロトキシンに感受性を有す
る動物として従来用いられている動物に猿，仔猫，
仔犬，蛙等があるがその他の種類の動物は幅吐を起
し難い為にこの目的には余り使用されて居ない。叉
本邦に於いては多数の猿を一時に入手することは比
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較的困難であり，叉畦は冬眠中は使用不適当なる為 等の1握起作用の認められる V28株培養加熱穂波を用 
に著者は大部分仔猫を用い，仔猫の産生しない時期 Lたo向対照として動物実験に於いて陰性の V27株， 
に於いては仔犬を以て之れに代えた。 E. Coli F6 (研究室保存株〉株より同様の方法にて
第 1項仔猫試験 作製せる培養加熱源液を実験に供した。
生後 1ヶ月前後の仔猫，就中 400 ~500gの体重 第3節投与方法
のものを選んで実験に使用した。上記の Chamber- 各人正常に昼食をとった後，午後 1時に被検毒素
land積液 2ccを仔猫の股静脈内に極めて徐々に注 液を 50---150 cc宛，それぞれ第 3表の如き割合に予
射を行った。叉腹腔内注射の場合には上記糖液を 3 め混入せる蕪糖入牛乳を飲用せしめた。向対照とし
.--5ccを注入した。この漉波注入終了後 2時間観察 ては生理食塩水 70cc.を加えたものを飲用せしめ
を続けその間に下痢，鴨吐，脱力等の 1群の所謂エ た。叉飲用材料の温度は概ね 450 Cとし冷牛乳によ
ンテロトキシユ/症状を認める場合に被検穏液をエン る下痢の発生を予防した。更に本実験に於いては，
テロトキシン陽性と決定した。但し毒力の弱し、場合 対照及び毒素量の多少について，先入観による神経
には軽度の幅吐のみを起すこともあるがこれも陽性 症状の発現を可及的に防ぐために，被検者に予め知
とした。然し乍らその他の症状即ち下痢，脱力等の らせることを避けた。上記の毒素液牛乳混合物の総
みにては不確定なる為に一応陰性とした。 量は全部一定とし約 300ccとした。之を各自 2分以
第 2項仔犬試験 内に飲用せしめその後経過を観察した。
体重 600~800 gの仔犬を用いて上記 Chamber- 第 4節実験成績
land積液 5ccを腹腔内に極めて徐々に接種した。 投与試験の成績は第3表に示す如くである。即ち
注入後の観察及び成績判定に関Lては第1項と同様 生理的食塩水， V，u，E. Coli F(jの各調液を摂取せ
であるの る被検者は，全例共何等病的症状を呈しなかったが 
第 4節実験成績 V28漉液飲用者群に於いては程度の差はあるが，そ
上記被検菌株 29株中 V5，V28，山中株の 3株に於 れぞれ全例共悪心，腹痛，下痢等の症状が3時間~ 
いて仔猫，仔犬試験共に著明な幅吐作用を惹起し 6時間の聞に発現し，特に下野Jjは第 2 'Wtiの如く当日
た。即ち之等のプロテウス菌株に於L、てもプドウ球 午後6回翌朝2回に及ぶ劇烈なるものが認められ
菌のエユ/テロトキシンと同様の毒性が認められた。 た。頭重(頭痛〉等は全例に於いて比較的早くより
第 3章被検者描車試験 即ち 2時間前後に認められたが漸次 10時間位は増
第 1節被検者 強し翌朝には消失した。叉比較的大量摂取せる 2例
20才より 38才に至る 7名の健康なる男子につい に於いては摂取後約 1時間半より全身違和，軽度の
て摂取実験を行った。全被検者共に著明な既往症は 熱感を訴えたが之も約 2時間後には消失した。叉常
無い。向各人の体重職業等については第3表に示す 態に回復する迄の時間は大体 24時間以内であるが 
如くである。 2~3 日の間便秘を訴える者が 1-.2 見られた。
第 2節実験材料 以上の諸症状は AllanGray等により執告せら
本実験に用いた毒素は第2章に於いて動物実験に れた処のプロテウス菌食中毒患者に於ける症状と概
用いた培養加熱縞液と全く同様な方法で作製せるも ね一致する如くである。向 150cc飲用の被検者に於
のである。即ち動物実験によって著明なnhl~~士，下痢 いて悪心のみにて幅吐のみられなかったのは此の被 
第 3表 人体摂取試験成績
J性 Ilfit[! ~I 体重1人 名|年令| 1職業 IIciU種 頼性~~:)I坦ie I 戸町]下痢!日哩
橋内綿佐穴大石 男男男男男男男
事務員 I50 +十V¥'.8 
斗
555 
洗濯屋 I52 V2'l 1+十
トー v帆I64工員 
商業 I53 V2月 + 
AQUAT
A
工員 V，u 
印刷業 F6 
工員 食塩水 
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検者が下痢も僅かに 3回にとどまりしことよりみて
偶然にも本毒素に対して相当高度の抵抗性を有して 
いた為めと考えられる。更に叉毒素液を増量するこ
とも一応考えたが不慮の災害発生の危険を顧慮、して
それ以上大量使用の実験は行わなかったの
以上の所見より V2i雪株はエンテロトキシン産生フ守
ドウ球菌と同様に人に於いても食中毒を起しうる充
分な可能性を有するものと考えられる。
第 4章加熱濡癒の抗原性
上記の 3株により産生せられる恒吐催起毒物の抗
原性に付し、て検討した。即ち其の抗原としては前章
に於ける幅吐試験に使用せる加熱穂波を用い使用動
物としては家兎を用い，、沈降反応に依り抗原牲を追
求し各菌株により産生せられるそれぞれの毒素の共
通性について検討し併わせてプドウ球菌にり産生せ
られるエ yテロトキシンとの異同について論じた。
第 1節家兎免疫法 
V:l8株の加熱瀦液 2cc宛体重 2kg前後の家兎の
耳静脈内に徐々に注入した。その回数及び間隔は 
Lansfieldの免疫法に準じて行った。最後の免疫注
射後10日後に全採血を行い，その血液を一夜氷室内
に放置し，上清を軽く遠沈して黄色透明な血清を得
た。
第 2節沈降反応
被検使用 Proteus菌全株， E. Coli F6株，及び 
Micrococcus Pyogenes var aureus食 E株(エ
シテロトキシンを産生する株〉の培養加熱櫨液に対
して前節の V28血清による沈降反応の有無を検し
た。沈降反応の術式は抗原逓減重層法により 100倍
より 25600倍迄行った。
第 3節実験成績
第 4表に示す如くである。即ち V2"l， V5，山中株の
有毒 3株に対してのみ 800倍以上の高い値が認めら
れる。その他の日直吐催起作用のない Proteus菌株
では全部 200倍以下である。叉 MicrococcusPyo-
genes var aureus食 E株(プドウ球菌〉に於い
ては明かにエンテロトキシンを産生するにもか Lわ
らず 200倍を示すにすぎなし、。叉 E.Coli F6株も
同様である。借対照として Dolman培地成分に対 
する沈降素価を測定すると，やはり 200倍迄陽性で
あるので， 200倍迄は培養材料による沈降素価と考 
えられ，ェ γテロトキシシに由来するものとは認め
られない。以上の実験成績よりみるに，免疫学的に
ブドウ球菌によるエシテロトキシユ/と，本実験に於
ける Proteus菌によるエンテロトキシンとは互に
相異るものと推論される。叉甚だ興味あることは
P. morganiiに属する山中株も P.vulgarisに属
する V28株も免疫学的に共通な毒素を産生、するとみ
られることである。
第 4去沈降反応成績
¥蒲京橋 Q 宍 Q Q 宍宍宍只只
菌三~数制高お苓あ言語さ員邑 KI幅吐 
株 ~I
+ 
+ 
十
第 5章毒素抽出実験 
エγテロトキシン抽出実験の初期の文献に Jor-
dan，Burrows (1933)の Ether，Chloroformを
用いた報告がある。然し乍らこの実験に於いては
Chloroformと培養源液の Emulsionを猿に投与
しているためにこの溶媒に溶解しているのか，単に
，混存しているのか不明である。との問題を解決する
為に Davison，Dack (1939)は此の Chloroform
拍出液を遠心分離して更に Chloroformを蒸発さ
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せ，その残杢に就いて仔猫の心臓内注射試験を行つ
ているがその結果は!幅吐は起らなかったと云う。
Hammon (1941)の報告に依つでも Etherでは
この毒物は抽出不能であるとされている。前記の 
Davison等の文献に依れば本毒物は 76%Alkohol 
に依り沈搬すると云う。 #;iHammonは予め 0.8%
に NaClを加えたエンテロトキシン溶液に 95%
Alkoholを 2倍量加えてエンテロトキシンを析出
せしめている。叉 Davison等に依ればエシテロト 
キシシは硫酸安門の飽和溶液で、は塩析されるが半飽 
和溶液では塩析されないとしてしら。向 Hammon
はプドウ球菌の産生する他の毒素は 75%飽和硫安
溶液では沈澱するがエンテロトキシンはこれに依つ
ては沈澱しないと云う。叉最近藤原，杉山等は Ion
変換樹脂を用いて Amine等の不純物を吸着除去し
その穂液より Alkohol沈殿法によりエシテロトキ
シンを分離する方法を案出した。著者も叉本実験に
於いてこれと同様の方法を用いて Proteus害素抽
出を試みた。
第 1節実験材料
第 2'I];t第 1節に記載した如く Dolman半硫動培
地に V2S株を接種し 20%CO2中で 370C48時間培
養せるものを Muslin議過し遠心分離して得られた
上清を 1000C30'加熱し一夜放置する。そこに生じ
た沈澱を更に遠心分離しその上清を以て拍出用原液
とした。
第 2節拍出探作
先ず最初に AmberliteIRC 50を用いて pH5.0 
にて塩基性物質を充分に吸着せしめその穂波に 4倍
量の Alkoholを加えることに依り極めて簡単に木
毒物を恒常的に分離し得た。
此の実験に用いた Ion交換樹脂は米国の Hirst
Co.製造の AmberliteIRC 50でありこの前処置
は次の如くに行った。即ち此の合成樹脂を直径 1
cmの硝子製の吸着管に高さ 10cm vこ蒸溜水を以て
流し込む如くにして充填する。これに 2N，NaOH 
50 ccを 1"，2cc/minの割で通過せしめ，次に 50cc
の蒸溜水にて 3~4cc/minの流速で洗・糠したもの
に， 1Nの酷酸緩衝液 (pH5.0)，80 ccを 1.-.2cc/ ， 
minの割合で流して， pHを調整する。最後の過剰
の緩衝液を蒸溜水 100ccを以てちか、出す，以上の様 
にして誠整せる合成樹脂柱を用いて第5表の如き順
序に依り各探作を行う。先づ原液を pH5.0..に予め
讃整しである AmberliteIRC 50の樹脂柱を 1--2
cc/min.の割で通過せしめ，その聞に Amine類等
の有機塩基及びその他の陽 Ionを吸着せしめる。
此の穏液は弱酸性となっているから NaOHを用い 
て中和し， 4倍量の Alcoholを加えると，白色の沈
i肢を生ずる向この沈澱の生じ難い場合には極く少量 
の食塩を加えると|瞬時にして明瞭な裂状沈澱が生ず
る。この操作を 2回反復し，最後の沈澱を前項と同
様の Chloroform-gel法即ち Sevag法により蛋 
白部と非蛋白部とに分ける。即ち Chloroformと
Gelを作る蛋白部及び上部の水溶部の双方より
Alcohol沈澱. Ether処理により白色~灰白色の
粉末を得る。叉上記の AmberliteIRC 50に吸着
せる，有機塩基その他のi こよ場 Ionは lNのHCIv
り遊離溶出せしめ，これを中和して実験に供した。
向jt等の各分割についての符号は第5表の夫々の位
置に図示した如くである。
第 5表毒素抽出法 
① 原液 100 cc 
Amberlite IRC 50 
pH 5.0 
②穂波 	  AJ1b 
中和 I 'lNHCl 
十 Alkohol400 cc I溶出 
4000 r. p. m 30 min I中和 
④ iti殿	 ③ 
p… 
容部7ki!5音Gel 
Alkohol AlkohoI 
Ether Ether 
処理 処理 
⑤ ⑥ 
第 6軍抽出物の器力試験 
先ず第一に問題となることは，培養穏液前処置と
して加熱探作が加えられているとは雄も，上述の方 
法により得られた各分蓋lをてヱシテロトキシンとして
の毒性を検討するには，その前に此等の抽出物が， 
原株の産生するエンテロトキシン以外の有毒物質を
含右せざることを確めなければならない。この点に
就いて著者は人赤血球に対する溶血作用に関して上 
記在分割を精査した。
¥ 第 1節溶血毒試験
予め生理食塩水により洗蔽せる 5%の人赤血球浮
遊液 0.5ccを小試験管に入れ，上記抽出物の各分劃
の 0.2%溶液 0.5cc宛加え 370Cvこて 2時間放置後 
軽く遠心沈澱して上清の色を対照と比較し溶血の有
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無、を判定した。その成績は何れの分劃に就いても陰 即ち④分劃は Fehling，Nylander等の還元糖
性であることが確かめられた。 に依る反応は陰性で， Biuret，Xanthoprotein， 
第 2節 目高吐催起試験 Ninhydrin等による Amino酸 Peptide結合の
毒力試験法は第2章の培養源液の動物実験の場合 反応は陽性である。⑤の分劃も④と同様で還元糖
に行ったと全く同じ方法である。但し抽出物の粉末 の反応は陰性であり， Amino酸 Peptide結合の
にて得られたものに就いては 10mgを 2ccの生理 反応は陽性である。⑥分董uはその俵では還元糖反
的食塩水に溶解せるものを被検液とした。その他は 応， Amino 酸 Peptide結合反応はすべて陰性で
総て第2章と同様である。 あるが，これを硫酸で、加水分解すると Fehling，
その成績は第6表に示す如くである。即ち原液① Nylander等の還元糖の反応が陽性となる。
は勿論著明な幅吐作用を示す。②分劃即ち Amb. 以上の実験より，この抽出物の分析成績から見て 
IRC 50に pH5.0で吸着された残りの源液が①の もV28株により産生されるエンテロトキシ γ様有毒
原液同様の毒性を示すが，この吸着せる Amb.IRC 物質は多糖体分劃と蛋自体分劃との共同作用による 
50より HClにより溶出された分劃③は幅吐，下痢 ものと推論される。このことはプロテウス菌に於い
を全く起さない。次に②穂液より 4倍量の Alco・ てもプドウ球菌の場合に藤原，杉山等が見出した事 
holで沈澱された④の分劃はその 0.2%溶液 5cc 実と全く同様なることを示すものである。
即ち 10mgの注射により極めて著明な明吐，下痢が
第 7表化学.性状
認められた。これは殆んど必発的に認められた。此
れから更に分けられた所の蛋白質分割⑤は幅吐，下 五古久之竺j|④ r@ l~l，~tWl @ 17~孟 
痢は起さないが非蛋白性の⑥分劃の沈澱は弱し、乍
らも帽吐を起す傾向が見られた。最後にこのごつの
分劃を再び合併して即ち⑤+⑥にて動物実験を行
うと叉④の物質と殆んど安らない強さのエンテロ
トキシン中毒の症状が確認された。
第 6表抽出物毒力 
Fehling 
Nylander 
Biur・et
Xanthoprotein 
Nynhydrin 
十
十
十
十 i
十
十
十 
十 
十
一十 
第 8章総括及v'者察
斗リ廿
L一孝一[竺 ~ilr iûl~U 竺 下痢を主訴とする急性胃腸炎患者の糞便より分離
5cc 甘十 十 せる Proteus菌 27株，並に P.morganiiとして① 
② 5cc 士十 十 分与をうけた山中株，大阪株の計 29株に就いて，そ
③ 5cc のエンテロトキシン様毒物産生の有無を仔猫等の実
④ lOmg -H十
げ 廿  
品 川
+ 
験動物により追求せる結果，そのうち 3株の加熱源
10mg⑤ 
+ 士 液に著明なl恒吐，下痢を催起する能力のあることが⑥ 
~+⑤ 2十 10mg 1t十 十 認められた。依ってそのうちの 1株，即ち V28株の
培養源液に就いて免疫学的，生化学的に精査せる結
第 7章抽出物の化学i生状 果次の如き成績を得た。
エシテロトキシシの本態の化学的性状に関する丈 1. ェ yテロトキシン様毒素を産生する菌株は著
献は従来種々の方面から追求されているが未だに決 岩の実験に於いては P. V ulgaris Vこ属するもの 2，
.定的見解は出されていなし、。しかしながら Ham- 株，即ち V5，V28株及び P.morganiiに属する山 
mon (1941)の報告に依れば類、窒素の多糖体分劃に 中株の 3株であった。此等の株は一般の斐形菌とし
類するものを抽出しているが，一方 Bergdoll等 ての生物性状に於いて何等他の非病原性の菌株と特 
(1951)は蛋自体を以てその本態とみなしている。 異的差異が認められない。向プドウ球菌の場合に八
叉最近藤原，杉山等はプドウ球菌のエ γテロトキシ 田氏等に依って云はれた知き溶血，午乳凝固等の性
シの本態は糖蛋白体ならんと述べている。著者は第 状は必ずしも具備する必要のないことを知った。 
5章の各分富j抽出物について，それぞれ蛋白質及び 2. 動物実験に於いてエンテロトキシン様の病原
糖類の定性試験を試みた結果第 7表に示す如き成績 性を現わす櫨液を牛乳に混じて被検者に摂取せしめ
を得fこ。 た場合に於いても，下痢，腹痛等の著明な胃腸炎症
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状を惹起せしめ得た。
3. 上記の加熱毒素減液は有毒 3株共に共通の抗
原物質を含むことが沈降反応により認められた。向 
この免疫試験に於いて，プドウ球菌により産生せら
れるエシテロトキシジとプロテウス菌によりつくら
れる毒素とは，それぞれ全く異った抗原構造を有す
るものであることが知られた。
4. 	 Ion交換樹脂を用いて毒素拍出実験を行った
結果，生化学的には，プドウ球菌と全く同様な分劃 
即ち糖蛋白休をその本態とすることを認めた。
5. 此の拍出物をそれぞれ Sevag法により蛋白
部と非蛋白部とに分董jしその各々について，エンテ
ロトキシンとしての毒力を追求すると，毒性を現わ
す為には此等両分劃が各々共存することが絶対に必
要であると息われた。 
結 論
1.著者は下痢腸炎患者の糞便より，分離せる P.vulgarisの 2株及び P.morganii山
中株の 3株に於てテンテロトやシン様毒素の産生されることを知った。 
2. 此等の毒素は人体に於ても動物実験に於けると同様に著l珂な胃腸炎症状を起すことから
みて Proteus菌属に於てもプドワ球菌類と同様に，株により食中毒の原因となり得ることが
証明された。 
3. 此の毒素は特異的抗原性を有するが，それはプドワ球菌のヱンテロトキシンの抗原構造
とは全く異ったものである。-
4. 此の毒素の本態は，、糖蛋自体に属するもので之をそれぞれ，多糖体及び蛋白体に分劃す
るときはその毒力を失う。
稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と，御校閲の労を賜わりましたJ恩師谷川教授に衷心よ
り感謝の意を表し，向種々御指導を賜わりました腐研相磯教授，柳沢教授の御厚情を謝し，併せ
て田波助教授並びに藤原講師の御援助に深謝致します。
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